
無
縁
社
会
と
寺
縁
そ
の

30

じ

　
　え 

ん

　
来
る
７
月
16
日
當
山
は
、
盂
蘭
盆
会
施
餓
鬼
法
要
を
迎
え
ま
す
。

　
毎
年
数
十
名
の
方
々
を
新
盆
供
養
と
し
て
、
多
く
の
御
僧
侶
に
ご
回
向
い
た
だ
き
、
初
め
て
の
お
盆
の
御
供
養
と

さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　
本
年
新
盆
を
迎
え
ら
れ
る
當
山
総
代
大
野
典
也
先
生
は
、
百
二
歳
の
ご
長
寿
を
全
う
さ
れ
た
御
母
堂
に
対
す
る
孝

養
の
お
姿
は
、
頭
の
下
が
る
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
御
母
堂
が
大
野
先
生
を
幼
少
の
頃
か
ら
教
育
熱
心
に

埼
玉
県
秩
父
か
ら
東
京
に
転
居
さ
せ
て
、
や
が
て
医
学
の
道
へ
進
む
こ
と
と
な
っ
た
そ
の
礎
を
築
か
れ
た
こ
と
に
も

由
来
す
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
ご
自
宅
に
お
伺
い
し
た
折
は
、
先
生
を
中
心
に
、
御
母
堂
様
に
対
す
る
御
題
目
の
唱

和
す
る
お
姿
を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
同
じ
く
、
當
山
総
代
植
田
新
太
郎
氏
は
、
今
を
去
る
19
年
前
、
ご
自
身
の
御
母
堂
様
の
新
盆
に
御
夫
妻
で
参
拝
を

さ
れ
ま
し
た
。
普
段
か
ら
ダ
ン
デ
ィ
ー
で
温
厚
、
誠
実
で
あ
ら
れ
た
同
総
代
は
夏
物
の
背
広
を
着
用
し
て
の
ご
焼
香
、

お
背
中
が
汗
で
び
っ
し
ょ
り
濡
れ
て
い
る
お
姿
を
拝
し
、改
め
て
早
く
に
御
尊
父
を
亡
く
さ
れ
、毎
月
22
日
に
御
墓
参
、

そ
し
て
新
仏
で
あ
る
御
母
堂
様
へ
の
日
頃
の
孝
養
（
親
孝
行
）
に
感
銘
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
し
た
。

　
大
野
先
生
、
植
田
様
両
御
総
代
共
に
、
妙
壽
寺
に
対
す
る
多
く
の
お
志
、
そ
れ
は
、
お
寺
を
守
り
正
し
い
方
向
へ

導
く
ご
意
見
や
ご
提
案
、
そ
し
て
、
住
職
は
じ
め
職
員
一
同
に
対
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
や
ご
配
慮
な
ど
、
本
当
に
多
く

を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。
誠
に
そ
れ
は
「
語
録
」
が
作
成
で
き
る
ほ
ど
の
貴
重
か
つ
示
唆
に
富
ん
だ
お
言
葉
で
あ
り
、

私
共
の
修
行
の
糧
と
も
申
せ
ま
し
ょ
う
。
そ
の
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
仕
事
や
専
門
分
野
に
お
い
て
大
成
さ
れ
た

業
績
や
、
そ
の
中
で
人
々
を
指
導
さ
れ
、
共
に
協
力
、
支
援
を
さ
れ
た
尊
い
お
志
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
、
今
あ
ら

た
め
て
思
い
至
り
ま
す
。

　
お
二
人
の
お
寺
に
対
す
る
尊
い
お
気
持
ち
の
数
々
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
寺
門
の
護
持
と
発
展
に
精

進
し
て
参
り
た
い
と
、
こ
こ
に
、
改
め
て
思
い
至
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

鴉
　
鵠

て
ら
に
っ
き

寺
日
記

●
3
月
7
日
　
法
華
宗
教
学
研
究
発
表
大
会
　

　

於　

京
都
メ
ル
パ
ル
ク

●
3
月
10
日
　
東
京
大
空
襲
戦
没
者
慰
霊
法
要

　

正
隆
会
有
志
10
余
名
は
両
国
・
東
京
都
慰
霊
堂
に
て

東
京
教
区
青
年
会
行
脚
を
お
待
ち
受
け
、
唱
題
回
向
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
人
形
町
・
宗
務
院
に
移
り

慰
霊
法
要
が
奉
修
さ
れ
ま
し
た
。

●
3
月
11
日
　
東
日
本
大
震
災
祥
月
忌

　

宗
務
総
長
二
瓶
海
照
台
下
御
導
師
に
よ
り
、
宗
務
院

御
宝
前
に
て
奉
修
さ
れ
ま
し
た
。

●
3
月
13
日
　
立
正
大
学
北
川
先
生
古
希
記
念
論
文

　
集
捧
呈
並
び
に
祝
賀
会
　

　

於　

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
東
京

●
3
月
16
日
　

　
川
崎
家
婚
礼
法
要

　

当
山
御
宝
前
に
お
い

て
、
当
山
世
話
人
川
崎
裕

司
氏
と
杉
村
麻
衣
子
さ

ん
の
結
婚
奉
告
法
要
が
奉

修
さ
れ
ま
し
た
。（
写
真
）

●
3
月
21
日
　
春
季

彼
岸
合
同
法
要

　

3
0
0
余
名
ご
参
拝
。

●
4
月
4
日

　
大
本
山
光
長
寺
晋
山
式

　

沼
津
市
大
本
山
光
長
寺
に
お
い
て
、
第
七
十
九
世
原

井
日
鳳
猊
下
晋
山
式
が
桜
満
開
の
な
か
、
盛
大
か
つ
厳

粛
に
奉
修
さ
れ
ま
し
た
。

●
4
月
7
日
　
烏
山
仏
教
会
花
ま
つ
り
法
要

　

於　

源
良
院

●
4
月
8
日
　
徳
島
市
妙
法
寺
輪
番
法
要

　

5
年
に
一
度
の
妙
法
寺
（
住
職
・
佐
々
木
明
乗
上
人
）

輪
番
法
要
が
四
国
教
区
宗
務
所
長
岡
村
祥
光
上
人
（
高

松
市
本
堯
寺
住
職
）
御
導
師
に
て
奉
修
さ
れ
ま
し
た
。

●
4
月
11
日
　
法
華
宗
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
慰
霊
法
要

●
4
月
12
日
　
植
田
総
代
お
別
れ
の
会
　

　

於　

帝
国
ホ
テ
ル
（
裏
面
参
照
）

●
4
月
14
日
　
宗
務
院
久
永
晃
隆
書
記
妙
壽
寺
送
別
会

　

於　

新
宿
エ
ラ
ワ
ン
東
京

●
4
月
25
日
　
門
祖
日
隆
聖
人
富
山
誕
生
寺
報
恩
法
要

●
4
月
26
日
　
赤
坂
円
通
寺
中
里
先
生（
東
京
ブ
デ
ィ

　
ス
ト
ク
ラ
ブ
）
本
葬
儀

●
4
月
27
日
　
第
1
0
2
回
宗
教
法
制
研
究
会

　

於　

弁
護
士
会
館　

●
4
月
30
日
　
新
宿
浄
風
寺
晋
山
報
告
法
要

　

昨
秋
、
京
都
大
本
山
妙
蓮
寺
ご
晋
山
の
別
所
日
山
猊

下
ご
自
坊
に
て
の
報
告
法
要
、
祝
賀
会
。

●
5
月
9
日
　
徳
島
市
妙
典
寺
新
鐘
楼
火
入
れ
式

　
於
　
高
岡
市
老
子
（
お
い
ご
）
製
作
所

●
5
月
12
日
　
大
宮
八
幡
宮
（
杉
並
区
）
献
茶
式
　

　
裏
千
家
淡
交
会
東
京
第
6
東

●
5
月
15
日
　
京
都
妙
法
院
参
拝
・
懇
親
会

　

天
台
宗
京
都
五
箇
門
跡
の
一
つ
、
妙
法
院
門
跡
ご
晋

山
の
杉
谷
義
純
先
生
（
東
京
ブ
デ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ
）
を

訪
問
、
参
拝
。
そ
の
後
、
懇
親
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

6 月 9 日（土）	 勉強会「法華経の略要品」拝読 -5-

7 月14日（土）	 講師勉強会（興隆学林教授　平島盛龍先生）

8 月	 	 休講

9 月 8 日（土）	 勉強会「法華経の略要品」拝読 -6-

10月日程未定		 秋のウォーク企画中

11月 10日（土）	 写経会

12月 8 日（土）	 三千遍唱題行、勉強会「法華経の略要品」拝読 -7-

　当山では、毎月第2土曜日午後2時より月例講
正隆会を開催しております。仏教や法華経につい
ての勉強会や写経会、またウォーキング課外活動
を行っています。檀信徒、ご友人どなたでも参加
できます。例会では、毎回1時半より正隆廟墓前
法要を奉修しております。午後 2時開催

妙壽寺 2018 夏秋スケジュール

7 月16日 月 	 盂蘭盆会施餓鬼法要　２時

9 月23日 日 	 秋季彼岸会合同法要
	 初座：11 時、第二座：2 時

11 月 3 日 土 祝 	御会式・宗祖御生誕 800 年慶讃法要並びに	
	 昭和本堂落慶 35 周年記念法要　2 時

　5月 1日、快晴のなか、恒例の猿江別院大祭法要が奉修さ

れ、近隣崇敬会（すうけいかい）氏子（うじこ）、及び当山

檀信徒 40 余名が参拝されました。この日は、落慶から 1周

年にあたり、一建立の稲生惠子夫人も焼香され、併せて別

院御宝前では、当山第二世開山日崇上人、第二十五世妙惠

日惠尼上人の祥月忌も奉修されました。法要後、錦糸町の

東武ホテルレバント東京にて昼食・懇親会が行われました。

　これに先立ち、4月 13日、当住久美夫人主宰の第 1回写

経会が開催され、参加者は堂内の静寂のなかで写経に取り

組んでいました。（寺日記参照）

猿江別院
大祭法要＆初回写経会

猿江別院御写経会のご案内
昨年 5月に建立された猿江別院は、当山の月例講である正隆会の開催
を通して、檀信徒の皆様をはじめ、地域の方々への法華経信仰の伝道
などをめざしております。その先鞭として「御写経会」を開催致しま
すので、ご参加をお願い申し上げます。

詳細は、別紙ご案内をご覧ください。

お稚児さん募集（別紙参照）

＊催しの参加お申込は、別紙詳細参照願います。

11 月 24 日（土）
一之輔落語×竹灯籠能「紅葉狩」

参加者
募集

日時：各回すべて金曜日、午後1時より午後 7時に開催

第 2回　平成 30 年 6月 8日	 第 3 回　平成 30 年 8月3日
第 4回　平成 30 年10月 5日	 第 5回　平成 30 年12 月7日
第 6回　平成 31年1月11日

晴明庵報恩法要
　4月23日、晴明庵護持
の刀自（老夫人）方の報恩法
要が10名余にて皐月満開
のなか奉修されました。

日蓮教会彼岸会及び花まつり
　3月25日快晴の空の下、
サンフランシスコ日蓮教会
において、「春彼岸・花ま
つり」法要並びに宗本スミ
子さんのご葬儀、ロナルド・
吉田さんの四十九日忌法要
が園田顕敦御導師により50
名近い参加者を得て奉修さ
れました。

Kugenuma & San Francisco
鵠沼・桑港から

当住上人
の
宗務院 diary

3/14▶各布教機関連絡会議
4/6▶紛議懲戒審査会
4/6,5/22,5/30▶責任役員会議
4/17〜18▶宗門史編纂委員会
4/19▶宗務顧問会
4/20▶学林後援会、学林理事会

4/24▶内局会議
4/25▶誕生寺門祖会
5/10▶京都教区宗務所長補選開票
5/23〜25▶第 73次定期宗会
5/30▶全国宗務所長連絡協議会
5/30〜31▶宗務所長会

　正隆会は宗祖御生誕800年を記念して、5月
14日、御生誕の小湊、御修学の清澄山、そして
茂原市大本山鷲山寺を参加者 20余名にて参拝
いたしました。（写真＝旭ヶ森日蓮大聖人御尊像の
前で）

詳細は次号でお知らせ致します。

正隆会 千葉御霊跡参拝旅行

予告

33No.

妙 寿 寺 の 心 の テ ラ ス に 集 う

季刊『寺楽寿』は東京都世田谷区北烏山の法華宗（本門流）
本覺山妙壽寺が発行する寺報です。

檀信徒の皆さまをはじめ、妙壽寺にご縁のある皆さまに
広くお読みいただければ幸いです。

当山先々代三吉日照上人の提唱による
当山スローガンです
揮毫＝大本山本興寺御閑士大平日晋上人

本覺山　妙壽寺　〈法華宗（本門流）〉 

〒157－0061　東京都世田谷区北烏山 5－15－1
電話 03－3308－1251　FAX.03－3308－7427
ホームページ　http://myojyuji.or.jp平成 30年 6月 1日発行

昨年8月10日、猿江別院において再建にご協力いただいたアーティストの一人、
北川原梓氏演出の朗読者公演「刺青」（谷崎潤一郎原作）が奉納されました。
出演した奈佐健臣氏（朗読、写真上）、河崎純氏（コントラバス奏者、同下）。

平成33年は
宗祖御聖誕

800年800年



　

本
日
は
ご
多
用
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
植
田
新
太

郎
の
「
お
別
れ
の
会
」
に
ご
参
会
賜
り
、
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

故
人
は
、
1
9
3
7
年
に
東
京
有
楽
町
に
生

ま
れ
、
慶
応
義
塾
大
学
経
済
学
部
を
卒
業
後
、

1
8
8
4
年
創
業
の
ウ
エ
ダ
ジ
ュ
エ
ラ
ー
（
株
式

会
社
植
田
商
店
）
に
入
社
。
そ
の
後
1
9
6
3

年
に
父
、
富
士
朗
逝
去
に
伴
い
3
代
目
社

長
に
就
任
し
、
2
0
0
4
年
に
会
長

に
就
任
す
る
ま
で
の
41
年
間
、
日

本
で
最
も
古
い
ジ
ュ
エ
ラ
ー

の
社
長
と
し
て
会
社
を

牽
引
し
、
歴
史
を
積

み
重
ね
、
発
展

さ
せ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
型
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

�

ジ
ュ
エ
ラ
ー
を
目
指
す
」

　

大
学
卒
業
の
年
、
1
9
6
1
年
に
当
時
専
務
の
叔

父
義
己
と
フ
ラ
ン
ス
・
イ
タ
リ
ア
・
ス
ペ
イ
ン
・
イ

ギ
リ
ス
・
北
欧
等
の
欧
州
各
国
の
ジ
ュ
エ
ラ
ー
を
歴

訪
、
特
に
パ
リ
の
ヴ
ァ
ン
ド
ー
ム
広
場
の
シ
ョ
ー
メ

で
見
た
上
品
な
老
婦
人
が
紳
士
的
な
ス
タ
ッ
フ
と

楽
し
そ
う
に
会
話
を
し
て
い
る
光
景
を
見
、「
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
型
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ジ
ュ
エ
ラ
ー
を
目
指

す
」
と
言
う
目
標
が
出
来
、
同
じ
創
業
年
の
ロ
ー
マ

の
ブ
ル
ガ
リ
で
は
当
時
の
ブ
ル
ガ
リ
ジ
ュ
ニ
ア
か

ら
直
々
に
数
々
の
逸
品
を
3
日
間
に
渡
り
見
せ
て

も
ら
い
、
強
烈
な
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を
感
じ
、

デ
ザ
イ
ン
・
素
材
・
つ
く
り
の
面
で
品
質
の
向
上
を

図
る
体
制
の
必
要
性
を
感
じ
帰
国
し
ま
し
た
。

　

1
9
6
5
年
に
は
日
本
人
と
し
て
2
人
目
と
な

る
ア
メ
リ
カ
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
G
I
A

（
米
国
宝
石
学
会
）
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

と
色
石
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
に
参

加
し
、
従
来
の
経
験
と
勘
に

頼
っ
た
鑑
定
評
価
か
ら
、
科
学
的
客
観
評
価
へ
の
シ

フ
ト
の
必
要
性
を
痛
感
し
、
G
I
A
の
基
準
に
則
っ

た
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
自
社
鑑
定
を
い
ち
早
く
導
入

し
ま
し
た
。

　

1
9
7
3
年
、
為
替
、
金
が
自
由
化
さ
れ
た
の
を

受
け
、
直
ち
に
イ
タ
リ
ア
に
飛
び
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、

ミ
ラ
ノ
、
ヴ
ァ
レ
ン
ツ
ァ
で
本
場
の
ゴ
ー
ル
ド
を
買

い
付
け
、
帝
国
ホ
テ
ル
で
「
イ
タ
リ
ア
展
」
を
開
催

し
、
日
本
の
イ
タ
リ
ア
ン
ジ
ュ
エ
リ
ー
ブ
ー
ム
の
先

駆
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

自
分
の
目
で
見
、
触
発
さ
れ
た
本
場
欧
米
の
名
門

ジ
ュ
エ
ラ
ー
を
目
指
し
、
日
本
で
ジ
ュ
エ
リ
ー
デ
ザ

イ
ナ
ー
と
言
う
職
種
が
無
か
っ
た
時
代
か
ら
商
品

デ
ザ
イ
ン
部
を
立
ち
上
げ
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
育
成
し
、

仕
入
れ
、
デ
ザ
イ
ン
か
ら
作
り
、
販
売
ま
で
す
べ
て

を
自
社
で
行
う
と
い
う
日
本
で
は
珍
し
い
オ
リ
ジ

ナ
ル
ジ
ュ
エ
リ
ー
を
扱
う
専
門
店
、
本
格
的
な
ジ
ュ

エ
ラ
ー
へ
と
変
革
さ
せ
て
い
き
ま
し
た
。

「
多
く
の
方
々
と
の
出
会
い
と

�

交
流
に
支
え
ら
れ
て
」

　

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
小
学
校
時
代
2
年
間
小
児

結
核
の
た
め
休
学
留
年
し
た
経
験
も
あ
り
、
大
学
で

の
4
年
間
、
高
校
時
代
の
仲
間
達
と
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
の
同
好
会
（
K
I
C
）

を
結
成
し
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し

て
活
躍
、
健
康
な
体

力
を
取
り
戻
し
ま
し
た
。
故
人
が
こ
よ
な
く
愛
し
た

母
校
、
慶
応
義
塾
で
は
幼
稚
舎
・
普
通
部
・
高
校
・

大
学
と
幹
事
役
を
引
き
受
け
、
ま
た
、
社
外
活
動
で

は
東
京
J
C（
青
年
会
議
所
）の
理
事
長
、東
京
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
会
長
、
帝
国
ホ
テ
ル
ア
ー
ケ
ー
ド

理
事
長
、
雙
葉
学
園
理
事
長
を
務
め
る
等
、
地
域
、

業
界
を
越
え
多
く
の
方
々
の
お
役
に
立
ち
、
ご
縁
を

大
事
に
し
、
交
流
を
深
め
自
分
自
身
を
磨
い
た
人
生

だ
っ
た
と
存
じ
ま
す
。

　

故
人
は
26
歳
で
先
代
の
祖
父
富
士
朗
を
亡
く
し
、

そ
の
後
54
年
間
月
命
日
で
あ
る
22
日
に
、
毎
月
世
田

谷
烏
山
の
菩
提
寺
「
妙
壽
寺
」
に
墓
参
を
欠
か
さ
ず
、

檀
家
総
代
を
務
め
、
先
祖
を
と
て
も
大
事
に
す
る
人

で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

趣
味
は
学
生
時
代
か
ら
始
め
た
カ
ン
ト
リ
ー
ウ

エ
ス
タ
ン
で
、
会
長
職
に
な
っ
て
か
ら
本
格
的
に
活

動
を
再
開
し
、
毎
年
11
月
に
帝
国
ホ
テ
ル
「
イ
ン
ペ

リ
ア
ル
サ
ー
ル
」
で
開
催
し
て
い
た
ラ
イ
ブ
を
楽
し

み
に
し
て
お
り
ま
し
た
。
カ
ウ
ボ
ー
イ
ハ
ッ
ト
を
被

り
、
少
年
の
よ
う
な
満
面
の
笑
み
で
得
意
げ
に
ギ

タ
ー
を
弾
き
な
ら
す
姿
が
鮮
明
に
記
憶
に
残
っ
て

お
り
ま
す
。

　

故
人
を
一
言
で
表
す
と
創
業
1
0
0
周
年
の
際

に
ま
と
め
た
社
是
で
あ
る
「
誠
実
」「
奉
仕
」「
融
和
」

「
存
続
」
そ
の
も
の
の
人
だ
っ
た
、
と
感
じ
て
お
り

ま
す
。
母
校
か
ら
は
「
独
立
自
尊
」
と
「
バ
ラ
ン
ス

感
覚
」
を
学
び
、
近
江
商
人
で
あ
る
岳
父
（
故
・
西

川
五
郎
）
か
ら
は
売
り
手
よ
し
、
買
い
手
よ
し
、
世

間
よ
し
の
「
三
方
よ
し
」
の
精
神
を
受
け
継
ぎ
、
仕

事
人
・
家
庭
人
・
社
会
人
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
が
幸
せ

に
な
る
最
大
公
約
数
の
実
現
を
目
指
し
た
人
で
し

た
。
そ
し
て
、
帝
国
ホ
テ
ル
、
仕
事
、
仲
間
、

家
族
が
大
好
き
で
し
た
。
毎
年
子
供
達
、

孫
達
か
ら
の
誕
生
日
カ
ー
ド
を
楽

し
み
に
、
大
切
に
ア
ル
バ
ム
に

貼
っ
て
お
り
ま
し
た
。

「
植
田
新
太
郎
お
別
れ
の
会
」　
御
礼
と
ご
挨
拶

【
経　

歴
】

１
９
３
７
年
１
月
２
４
日　

父
・
富
士
朗
、
母
・
嘉
代
子
の

長
男
と
し
て
東
京
・
有
楽
町
で
生
ま
れ
る

１
９
４
３
年	

慶
應
義
塾
幼
稚
舎
に
入
学

１
９
６
１
年	

慶
應
義
塾
大
学
経
済
学
部　

卒
業

１
９
６
１
年	

株
式
会
社
植
田
商
店　

入
社

１
９
６
３
年	

株
式
会
社
植
田
商
店　

代
表
取
締
役
社
長

（
３
代
目
）

２
０
０
４
年	

ウ
エ
ダ
ジ
ュ
エ
ラ
ー
（
株
式
会
社
植
田
商

店
）　

代
表
取
締
役
会
長

◇
慶
應
関
連
◇

１
９
５
７
年	

Ｋ
Ｉ
Ｃ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
同
好
会
設
立

（
2
0
1
7
年
創
立
6
0
周
年
）　

１
９
８
８
年	

慶
應
義
塾
普
通
部
同
窓
会　

副
会
長

	

慶
應
義
塾
高
等
学
校　

卒
業
第
8
期
代
表

	

慶
應
義
塾
大
学　

1
0
2
年
三
田
会	

副
代
表

１
９
８
９
年	

東
京
三
田
倶
楽
部　

代
表

２
０
１
２
年	

慶
應
義
塾
幼
稚
舎
同
窓
会　

常
任
幹
事
代

表
に
就
任

◇
社
外
活
動
◇

１
９
７
７
年	

東
京
青
年
会
議
所　

理
事
長　

わ
ん
ぱ
く

相
撲
を
開
催

１
９
８
３
年
～	

帝
国
ホ
テ
ル
ア
ー
ケ
ー
ド
組
合　

理
事
長

１
９
８
５
年
～	

法
華
宗
妙
壽
寺　

檀
家
総
代　

２
０
０
２
年	

東
京
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ　

会
長

２
０
１
３
年
～	

軽
井
沢
会　

評
議
員

２
０
１
５
年
～	

学
校
法
人
雙
葉
学
園　

理
事
長

【
日
晋
猊
下

　
　

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

大お
お
ひ
ら
に
っ
し
ん

平
日
晋
（
進
龍
）

（
1
9
1
5
-2
0
1
4
）。

愛
媛
県
越
智
郡
九
和
村
桂
（
現
、
今
治

市
玉
川
町
桂
）
生
ま
れ
。
宗
学
林
（
現
、

興
隆
学
林
専
門
学
校
）
卒
。

立
正
大
学
専
門
部
宗
教
科
卒
。

國
祐
寺
（
香
川
県
観
音
寺
市
）
第
二
六
世
。

法
華
宗
の
教
学
部
長
、
宗
会
議
長
、
興
隆
学
林
第

三
代
校
長
等
を
歴
任
。
大
本
山
本
興
寺
（
兵
庫
県

尼
崎
市
）
第
一
二
九
世
。
昭
和
一
六
年
四
月
、
三
吉

日
照
上
人
と
の
御
縁
で
妙
壽
寺
に
下
宿
し
な
が
ら
宗
務

院
に
出
向
し
て
い
た
当
時
、
昭
和
法
難
に
遭
遇
し
た
。

法
壽
百
歳
。

ウ
エ
ダ
ジ
ュ
エ
ラ
ー
代
表
取
締
役
社
長　

植
田
友
宏

　

こ
れ
か
ら
も
故
人
の
精
神
を
引
き
継
ぎ
、
皆
様
と

の
ご
縁
を
大
切
に
し
、「
世
代
を
越
え
て
お
付
き
合

い
出
来
る
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ジ
ュ
エ
ラ
ー
」
と
し
て
精

進
を
重
ね
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
こ
に
故
人
が
生
前
に
皆
様
か
ら
賜
り
ま
し
た

数
々
の
ご
厚
情
、
ご
厚
誼
に
対
し
ま
し
て
、
謹
ん
で

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

2
0
1
8
年
4
月
12
日

4 月 12 日 帝国ホテル（富士の間）にて行われた「お別れの会」

　

大
平
日
晋
猊
下
御
令
孫

寛
龍
上
人
よ
り
、
学
林
紀
要
に
上
人
の

思
い
出
を
記
す
よ
う
ご
依
頼
が
あ
り
、
重

ね
て
恩
師
大
平
宏
龍
上
人
か
ら
も
お
話
が
あ

り
、
日
晋
猊
下
の
こ
と
を
偲
び
、
拙
い
一
文
を

寄
せ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

顧
み
れ
ば
、
大
平
日
晋
上
人
と
自
坊
妙
壽
寺
中
興

先
々
代
日
照
上
人
と
の
出
会
い
が
大
き
な
ご
縁
と

感
じ
入
っ
て
お
り
ま
す
。
日
照
上
人
遷
化
後
出
生
の

自
分
と
し
て
そ
の
三
十
七
回
忌
に
追
想
集
を
編
み
、

御
宝
前
に
奉
呈
さ
せ
て
頂
く
中
に
大
平
日
晋
上
人
、

あ
る
い
は
森
日
行
上
人
、
芹
澤
泰
寛
上
人
よ
り
お
寄

せ
い
た
だ
い
た
一
文
は
人
生
の
教
科
書
の
よ
う
に

感
じ
入
っ
た
も
の
で
し
た
。

　

昭
和
十
六
年
、
曼
荼
羅
不
敬
事
件
直
後
に
妙
壽
寺

に
起
居
さ
れ
た
上
人
は
、
そ
の
追
想
の
御
文
の
中
で

日
照
上
人
の
僧
侶
と
し
て
の
生
活
や
活
動
、
家
族
、

檀
信
徒
と
の
交
わ
り
、
あ
る
い
は
対
外
的
な
活
動
、

交
友
等
に
つ
い
て
の
思
い
出
を
綴
っ
て
頂
い
て
お

り
ま
す
。

　

日
照
上
人
の
お
使
い
と
し
て
、
法
華
経
の
講
義
を

盛
ん
に
し
て
お
ら
れ
た
法
華
会
の
小
林
一
郎
先
生
、

あ
る
い
は
日
本
画
家
の
伊
東
深
水
画
伯
の
も
と
に

参
上
す
る
機
会
を
得
た
こ
と
は
そ
の
ご
配
慮
で
あ

る
と
記
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
若

い
感
性
の
青
年
僧
と
斯
界
の
大
家
と
の
出
会

い
は
上
人
の
大
き
な
思
い
出
で
あ
っ
た
と
推
察
さ

れ
ま
す
。

　

上
人
ご
上
京
の
契
機
に
つ
い
て
は
、
日
照
上
人
長

男
の
教
師
養
成
に
つ
い
て
で
あ
り
、
こ
れ
が
ご
縁
と

な
っ
て
一
箇
年
ご
法
助
い
た
だ
い
た
こ
と
は
先
に

述
べ
た
如
く
で
あ
り
ま
す
。

　

上
人
が
そ
の
後
に
興
隆
学
林
に
お
い
て
、
多
く
の

学
徒
を
教
導
さ
れ
る
上
で
、
こ
れ
ら
の
御
経
験
が
そ

の
一
助
と
な
っ
た
と
す
れ
ば
、
日
照
上
人
に
連
な
る

末
弟
と
し
て
嬉
し
く
存
ず
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

昭
和
八
年
生
ま
れ
の
叔
母
は
、
今
も
上
人
に
お

ぶ
っ
て
い
た
だ
い
た
思
い
出
を
、
そ
の
優
し
い
温
容

と
と
も
に
私
ど
も
に
語
り
ま
す
。
後
年
、
興
隆
学
林

長
と
し
て
、
ま
た
大
本
山
本
興
寺
御
貫
首
、
道
場
長

と
し
て
学
徒
と
接
す
る
上
人
の
慈
愛
に
満
ち
た
お

人
柄
が
偲
ば
れ
ま
す
。

　

阪
神
大
震
災
の
折
、
お
衣
を
つ
け
た
上
人
が
机
と

と
も
に
飛
び
上
が
ら
れ
、
駆
け
付
け
た
山
内
の
お
上

人
が
粉
塵
の
中
に
居
ら
れ
た
上
人
の
居
住
ま
い
の

正
し
さ
に
感
銘
を
受
け
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
被
災
後
、
作
務
衣
に
て
学
徒
と
共
に
復
旧
作

業
に
励
む
上
人
の
姿
は
彼
ら
の
心
の
う
ち
に
長

く
僧
侶
の
範
と
し
て
残
っ
た
と
聞
き
及
ん
で
お

り
ま
す
。

　

妙
壽
寺
総
代
の

内
田
祥
哉
先
生
（
東
京
大

学
名
誉
教
授
・
学
士
院
会
員
・

建
築
学
）
が
、
文
化
庁
の
依
頼
で
視
察

団
の
一
員
と
し
て
文
化
財
被
災
寺
院
で
あ
っ
た

御
本
山
に
視
察
に
行
か
れ
た
折
、
上
人
が
お
若
き
こ

ろ
に
東
京
妙
壽
寺
に
居
ら
れ
た
お
話
を
さ
れ
、
内
田

先
生
が
自
ら
の
菩
提
寺
で
あ
る
と
お
答
え
さ
れ
、
お

二
人
が
と
も
に
驚
か
れ
、
日
照
上
人
の
こ
と
な
ど
思

い
出
を
語
ら
れ
た
と
後
年
伺
い
ま
し
た
。

　

徳
島
妙
典
寺
様
新
本
堂
落
慶
団
参
の
後
、
國
祐

寺
様
に
お
参
り
し
、
お
会
い
し
た
の
が
最
後
の
お
め

も
じ
と
な
り
ま
し
た
。
ご
自
身
で
お
内
仏
で
の
お
看

経
を
お
勤
め
に
な
る
と
の
こ
と
を
伺
い
、
そ
の
ご
信

仰
と
変
わ
ら
ぬ
温
容
に
心
温
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

こ
こ
に
上
人
の
長
き
に
わ
た
る
ご
教
導
、
御
恩

情
、
と
り
わ
け
先
々
代
日
照
上
人
に
つ
い
て
の
ご
教

示
を
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
る
も
の
で
す
。

（
興
隆
学
林
専
門
学
校
『
興
隆
学
林
紀
要　

第
15
号
』

平
成
30
年
5
月
16
日
発
行　

転
載
）

大
平
日
晋
猊
下
追
悼
　
温
容
を
お
偲
び
し
て
法
華
宗
教
学
部
長
・
妙
壽
寺
住
職　

三
吉
廣
明

大平日晋猊下

哀惜 平成26年11月20日ご遷化の大本山本興寺第一二九世大僧正大平日晋猊下を偲んだ、
当住上人による追悼文と、本年1月16日ご逝去された総代植田新太郎氏の「お別れ
の会」での、御子息・友宏氏のご挨拶文をここに掲載致します。


